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中村 哲也

　中村先生は培養した腸管上皮幹細胞を腸管組織へ移植する技術を独自に開発し、
マウスモデルで大腸潰瘍を修復することに成功しました。
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　この技術を用い、さまざまな腸管上皮幹細胞が管腔
構造を再構築する際の、部位特異的機構などについて
研究されています。その成果は、炎症性腸疾患に対す
る幹細胞移植治療など、消化管領域の再生医療に役立
つことが期待されています。

　
　


